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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役社長
山岸逸人

歴史・伝統・文化・技術の継承と地域経済の再興
私たち伝統蔵は、歴史・伝統・文化・技術の継承を理念とし、「100年後にどのように蔵を継承するの
か」を考え、日本文化である酒造りを後世に伝えることを使命としてきました。事業承継や再生支援を
通じ歴史ある蔵をグループに迎え入れ、現在13蔵体制で地域経済と醸造文化の再興に取り組んでいます。
また地元の米を使った酒造りにおいて無農薬栽培や二毛作の推進など、地域農業の発展にも貢献してい
ます。今後は清酒・焼酎にとどまらず、味噌・醤油など伝統的醸造技術へ事業領域を拡大し、飲食・観
光・雇用を通じ地元の豊かさを育みます。自然と共生し環境に優しい醸造を次世代へ継承していきます。

・需要期に応じた柔軟な生産対応が難しく、機会損失の懸念。
・酒造技術を継承できる人材の育成・確保が急務。
・歴史的建造物や施設の老朽化による安全性及び景観保全の課題。
・労働生産性の伸び悩みにより、持続的な賃上げのための原資確
保が困難。
・単独蔵での投資・販路拡大には限界があり、グループ全体での
連携体制強化が不可欠。

杜氏/蔵人たちによる伝統的な酒造り
酒造りの技術を継承

〇本社所在地：東京都中央区日本橋蛎殻

町一丁目5番6号盛田ビルディング

〇事業概要：グループ清酒製造企業の企

画・管理・運営・投資

〇常時使用する従業員：260名

（グループ全体・2025年3月時点）

〇現在の売上高：33億円（グループ全

体・2025年3月期）

〇法人番号： 9010001131834

〇Web：https://www.dentogura.jp/

株式会社伝統蔵（酒・食品製造業の管理・運営）

社長を中心に、製造・営業・開発・ブランド戦略など各部門が連
携する全社横断体制を整え、成長に向けた取組を推進します。秋
田では明治創業の蔵を再整備し、省力化・効率化と伝統技術の継
承を両立します。成田では元禄創業の蔵を再構築し、観光需要へ
の対応と発信力の強化を図ります。これらの取組は、技術パート
ナー・自治体・デザイン会社・観光事業者などとの協働により推
進し、海外パートナーとも連携して新技術導入と市場拡大を進め
ます。人材育成・処遇改善・環境配慮を基盤とし、地域とともに
持続的な成長を実現します。

私たちは①製造の革新②文化発信の強化③グループ展開の3つの成
長手段により、効率的な生産と体験型ブランド発信を進めます。①
製造面では、最新設備とデジタル技術の導入により省力化と品質安
定化を実現し、持続可能な供給体制を確立します。②観光面では、
文化と醸造を融合した発信拠点を整備し、来訪者との交流を通じて
ブランド価値を高めます。③これらの成果をグループ蔵及びM&A
によって再生した酒蔵へ展開し、地域と共に成長するモデルとして
広げます。つくる・伝える・つなげることで醸造文化の未来を担う
ビジネスモデルを確立し、100億円企業としての飛躍を目指します。
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売上高100億円実現のための事業概要

■事業概要
本事業は、12社の酒蔵グループが連携し、醸造産業の成長と文化継承の両立を図る再構築プロジェクトです。
対象は、明治19年創業で杜氏が黄綬褒章を受章した秋田の「阿櫻酒造」と、元禄2年創業で成田山参道に社
屋を構える千葉の「鍋店」。阿櫻酒造では老朽化した工場を建て替え、省力化と品質安定化を実現し、伝統
技術の継承と持続的な生産体制を確立します。鍋店では老朽化した社屋を観光対応型に再構築し、酒文化発
信と地域観光の連携を強化します。両蔵は歴史的・象徴的な存在として、グループ全体の信頼性とブランド
力を高め、共同販路・海外輸出・観光事業の推進を牽引します。また、他10蔵への波及により、設備改善・
商品開発・販路拡大を促し、再生蔵のネットワーク化を進めます。さらに、海外の伝統産業とも連携し、世
界の文化と共鳴する新たな価値を創出します。グループとしての収益性向上を通じ、賃上げと働きがいのあ
る職場環境を実現し、次世代を担う人材の確保・育成につなげます。
■賃上げへの展望
阿櫻酒造では効率化による原価低減を賃金・教育投資へ還元し、杜氏技術を継ぐ若手職人の定着を促進しま
す。鍋店では観光収益を地域人材や販売スタッフの待遇改善に活用し、持続的な雇用モデルを確立。グルー
プ全体で「付加価値向上→利益還元→賃上げ」の循環を実現し、日本の醸造産業の持続的成長と文化継承の
両立を目指します。

〇法人番号：9010001131834（伝統蔵）1410001008768（阿櫻酒造）9110001021851（加賀の井酒造）3230001007308（銀盤酒造）8200001026058（老田酒造店）
1200001011231（千代菊）8080101012111（富士高砂酒造）8270001002787（中川酒造）7500001000082（桜うづまき酒造）3350001006792（佐藤焼酎製造場）
1330001016028（常楽酒造）2040001043075（鍋店）2060001037265（高橋弥次右衛門商店）
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株式会社伝統蔵
酒・食品製造業の管理運営

1.阿櫻酒造株式会社（清酒製造業）
2.加賀の井酒造株式会社（清酒製造業）
3.銀盤酒造株式会社（清酒製造業）
4.株式会社老田酒造店(清酒製造業）
5.千代菊株式会社(清酒製造業）
6.富士高砂酒造株式会社（清酒製造業）
7.中川酒造株式会社（清酒製造業）
8.桜うづまき酒造株式会社（清酒製造業）
9.佐藤焼酎製造場株式会社（焼酎製造業）
10.常楽酒造株式会社（焼酎製造業）
11.株式会社高橋弥次右衛門商店（食品製造業）
12.鍋店株式会社（清酒製造業）

計12社

株式会社伝統蔵（酒・食品製造業の管理・運営）
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